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「私たち中小企業家が長崎を牽引していく！」
〜地域と共に生きる長崎同友会　会勢 600 名を達成しよう！〜
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　明けましておめでとうござ
います。謹んで新年のお慶び
を申し上げます。さて、中小
企業家同友会の活動、運動も
お陰をもちまして今期も順調
に推移しておりますのは、会
員皆様の精進と経営努力の賜
物と感謝申し上げます。
　今期も数々の行事が開催さ
れました。その中で感謝の意

を込めて私の強く印象に残っている出来事をお伝えし
ます。４月には念願の会員名簿を活動の手引きと合体
して１０年ぶりに発行致しました。そして、第４３回
定時総会は、三重同友会より（株）宮㟢本店　宮㟢由
至さんを記念講演にお呼びして多くの来賓と会員で開
催しました。５月の理事会では、全国大会の誘致を決
定し中同協に申請した結果２０１９年に全研を開催す
る運びとなりました。また本県も五島支部を有します
が、九州・沖縄ブロック役員研修会で宮古島支部を訪
れ同じように心のこもった歓迎に涙しました。６月に
入るともはや恒例となった中小企業憲章・条例推進月
間のキックオフ集会を衆議院議員会館で全国の代表理
事や役員と国会議員の皆さんと推進していく決意を交
わしました。熊本で開催された女性経営者全国交流会
には２３名、７月の新潟での定時総会にも８名での参
加は、まさに全国大会を長崎で開催するぞという心意
気の表れだと嬉しく感じました。

　そして７月より各支部で、長崎支部に触発され新入
会員を対象にフォローアップセミナーが始まりまし
た。その結果、様々な動機で入会された新しい仲間た
ちが同友会活動についてより深く学び、新たな課題を
認識し取り組む決意をされました。８月には、会員同
士でも面識が無く、会外からはどの様な会ですかと興
味を持ってもらい、会員の帰属意識を高めるための『長
崎県中小企業家同友会会員之章』を全員貼っていただ
きました。そして、理事会で外形標準課税適用拡大反
対の３００００名署名運動を決議し一斉に行動しまし
た。その顕著な例が長崎支部における９月の浜の町街
頭署名活動です。会内では会員の税理士さんに判り易
く説明をしていただき、街頭で一般の皆さんに説明し
て多くの署名をいただきました。１０月、大分での中
同協役員研修会にも多くの参加をいただき、宮田正一
会員が鹿児島同友会経営フォーラムで、上田五月男会
員が１１月の福岡同友会経営フォーラムで分科会報告
者を務められ、中村こずえ会員が今年２月に富山同友
会や熊本同友会の例会報告者を務められるのは、長崎
から各地へ出向いた成果ではないでしょうか。
　それから、一番の成果は仲間づくり委員会が、増強
ＤＡＹから増強WEEKへと発展させ、多くの仲間た
ちが増えたことです。結びに会員の皆さん一人一人に
ポスターの活用を改めてお願い致します。長崎県下の
全ての金融機関と行政機関に掲示していただきまし
た。仲間づくりのツールとして活用してください。皆
様と共に決めた第４次ビジョンに基づき、今期６００
名を達成し、来期７００名を目指します。
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を浴びて出口支部長が登場という派手な演出で幕開け
となりました。出口支部長は挨拶で今年最も嬉しかっ
たこととして１０月の経営フォーラムの大成功をあげ
られました。内容も財務も参加者もすべて満足のいく
フォーラムだったと喜びのスピーチでした。続いて、
そのフォーラム大成功の立役者、山口例会委員長が出
口支部長よりフォーラム実行委員長を依頼された時の
エピソードや最初は不安だった事などをスピーチされ
ました。山口例会委員長のフォーラムにかけた熱い思
いに感動を覚えたのは私だけでは無いと思います。
　続いて、二胡とギターのアコースティックデュオ、

　この冬一番の寒波により積雪もみられたこの日の長
崎市。稲佐山中腹にあって、そのところどころに雪の
残る長崎市内を一望できる、ガーデンテラス長崎ホテ
ル＆リゾートにて長崎支部忘年例会は行われました。
　まずは、会場に設けられた階段よりスポットライト

２０１５年　慶祝対象者の皆さん

〜 皆様 おめでとうございます！！ 〜

（敬称略）

長崎支部 例会報告
日 時 １２月１７日（水）午後６時３０分
会 場 ガーデンテラス長崎

内 容 忘年例会

喜 　 寿 長 崎 出 島 大 木 祥 子

古 　 希 諫 早 嶋 田 雅 弘

諫 早 松 田 一 成

諫 早 森 　 千 尋

佐 世 保 川 上 利 夫

五 島 宮 　 　 　 利 津 子

五 島 森 　 勝 昭

還 　 暦 長 崎 浦 上 池 田 繁 隆

長 崎 浦 上 松 本 実 文

長 崎 出 島 飯 田 義 則

長 崎 出 島 彭 暉

佐 世 保 川 下 眞 文

佐 世 保 木 下 正 博

佐 世 保 藤 本 尚 　

佐 世 保 山 本 正 彦

佐 世 保 横 　 石 　 た ま き

厄 　 入 長 崎 浦 上 山 　 　 晃

大 村 　 瀬 邦 彦

大 村 細 名 　 久

島 原 大 町 行 弘

島 原 田 浦 裕 典

島 原 横 田 憲 明

佐 世 保 小 田 雅 雄

佐 世 保 下 古 立 　 忠 　 久

佐 世 保 豊 島 尚 樹

佐 世 保 東 島 誉 志

佐 世 保 古 川 　 健

佐 世 保 松 本 　 聖

佐 世 保 八 並 　 学

佐 世 保 渡 会 祐 二

北 松 浦 井 芹 裕 貴

北 松 浦 大 橋 尚 生
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会いに恵まれ、例会や委員会に参加していくうちに経
営者としてしっかりしなければと認識し、もう一度従
業員を雇用していきたいと決意されました。
　今回、谷さんは “ 大村方式”によって経営理念を作
成されました。今年６月に法人化し、この先をどうし
たらよいかと考えているときに、経営理念を作ってみ
ないかという誘いがあり実現しました。最初はなかな
か思いが出てこなかったそうですが、次第に自身の会
社の目指すべきところ ( 自分の家族、従業員の人生、
共に成長していきたい…など ) がはっきりとし、迷っ
たときに立ち返る基本ができて非常に良かったとおっ
しゃられました。
　“ 大村方式”の経営理念の作成は、多くの会員がそ
のために協力してくださって、到底一人では考えられ
ないような素晴らしい理念が作れるのではないかと感
じました。
　今はまだ自分の基盤もしっかりしていない状態です
が、将来経営者になった時、経営指針を作成し、自分
の会社が家族、従業員、そして関係する全ての人を幸
せにできて、誇れるような会社にしていきたいと思い
ました。

（文責　橋口　仁一）

　 今 月 の 例 会 は、
（株）恵比寿組の谷
さんに「経営指針で
見えてきたわが社
の未来像」という
テーマで報告をし
ていただきました。

　谷さんは働きながら高校を卒業し、現在に至るまで
設備関係のお仕事に従事されてきました。設備会社に
所属しながら多くの失敗や経験を積み、個人事業主と
して独立され従業員も雇用されていましたが、当初は
何も考えず自分の仕事だけをすればいいという考えで
いたそうです。しかし、リーマンショック後突然仕事
の依頼が入ってこなくなり、従業員も辞めていってし
まいました。ショックの反面ほっとした気持ちもあり
ましたが、その時自分が経営者として失格だと痛感さ
せられました。それからどうすればいいのかと迷って
いるときに同友会に勧められて入会し、素晴らしい出

“ クレイン”のライブのあと池田副支部長（浦上地区
会長）の乾杯で宴会スタート。そしてお待ちかね企業
PR ＆お楽しみ抽選会で会場は大いに盛り上がりまし
た。高額商品をゲットした人、何も当たらなかった人
も楽しいひと時を過ごすことができました。
　最後は中村副支部長（出島地区会長）の３本締め
でお開きとなりました。外はとても寒かったですが、
やはり長崎支部は熱かった！これが私の率直な感想
です。

（文責　増田　哲郎）

大村支部 例会報告
日 時 １２月１８日（木）午後７時
会 場 長崎インターナショナルホテル

テ ー マ 「経営指針で見えてきたわが社の未来像」
～みんなに背中を押されて気づいた次のステップ！～

報 告 者 （株）恵比寿組　代表取締役
　谷　信一郎　会員
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では治療の患者さんと
同じくらい予防歯科に
来られるお客様も多く、
初診の予約は３週間先
まで埋まっている程の
人気だそうです。
　しかし、患者さんに
笑顔になっていただけ
るようにと理想を追求
したあまりスタッフは
疲弊し、またスタッフ
との信頼関係が壊れて

しまった時期もあったそうです。それからは、スタッ
フと「会話」を重ねて、価値観と仕事観の統一を図り、
クレド（信条）や治療方針を設定して職場環境を整え
た上で、スタッフを信頼する事からやり直されました。
スタッフとの信頼関係を築いていけた事で雰囲気も良
くなっていったそうです。

　今月の例会は、医療法人　良陽会　鶴田歯科医院の
理事長　鶴田博文さんに「伝説のチームを作ろう」を
テーマに、「人」を大事にした、みんなが輝ける環境
をつくる取り組みを熱くご報告いただきました。
　学生時代、とある歯科医院で、鶴田先生の意見や許
可を得ず抜歯され不信感を持った経験から、３３歳で
開業した鶴田歯科医院では、患者さんにコンサルテー
ションルームで治療方針を丁寧に説明し、納得いただ
いた上で治療が行なわれています。患者さんと一つ一
つ信頼関係を築く事を大事にされていることで、現在

が入った中でのショートスピーチでしたので、それは
素晴らしいものばかりでした。又、自由に商品を選べ
る抽選会でしたので、皆さん素晴らしい商品をゲット
しておりました。
　和気あいあいの楽しい、一年を締め括る例会でした。

（文責　前田　義幸）

　今回は、諫早支部の定例となりつつある忘年会を兼
ねた例会で、「報告を聞くこともなく、グループディ
スカッションもなく、グループ発表なく、皆でおいし
いお酒を飲みたいと思います。」という前書きのもと
で始まりました。
　スローガン唱和、ゲスト紹介、支部長挨拶、そして、

（株）豊恒　常務取締役　川野雄輔さん、エコロミー
　代表　小栁順一さんの新入会員２名へのバッジ贈
呈式、委員会報告を完了し、懇親会へと入っていき
ました。
　懇親会では抽選会があり、当選した方から自由に商
品を選んでいき、その後にショートスピーチにて今年
の反省と来年の目標を発表していただきました。お酒

島原支部 例会報告
日 時 １２月１１日（木）午後７時
会 場 HOTEL シーサイド島原

テ ー マ 伝説のチームをつくろう
～あたたかいたくましい組織の作り方～

報 告 者 鶴田歯科医院　院長
　鶴田　博文　氏

諫早支部 例会報告
日 時 １２月１６日（火）午後７時
会 場 四季の蔵　食楽亭

内 容 忘年例会
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提供されている料理で大変おいしくいただきました。
　尾崎副支部長の乾杯から始まり、１２月生まれの方

（小松屋さん、橋口さん、古田さん、八木さん）へのケー
キプレゼント、関ひろみさんへのバッチ贈呈、中島副
支部長の最後の万歳三唱で閉会しました。
　いつもながら、ほのぼのとした忘年例会でした。

（文責　永末　勝宏）
　今月の例会は、佐世保市長　朝長則男さんにお越し
いただき「中小企業と共に成長する佐世保市の活性化」
について、報告いただきました。
　■佐世保市の現状、人口減少の対策
　　　未婚率の解消　出生率を上げる（佐世保 de 愛
　　　プロジェクト・させぼ de まちコン他）
　　　子育てしやすい環境（就労支援・経済的支援）
　■街づくり
　■成長戦略　６本の柱
　　　・観光　　　　　　　　・企業立地
　　　・基地と共存共生　　　・農水産業振興
　　　・中心市街地の活性化　・国際戦略の推進
について多くの事をお話しいただきました。貴重な時
間を同友会のために割いていただき誠にありがとうご
ざいました。成長戦略の中で、知っている事知らない
事がまだまだ多くあった事を知りました。これを機に
我々中小企業も市政と共に成長していきたいと考える
ようになったと思いました。
　質疑応答では、原田会員より中小企業振興基本条例
についての質問と橋口会員から外国人雇用についての
質問がありました。
　例会のあとは、忘年懇親交流会にも参加していただ
きました。今年最後の忘年会で料理は八木会員の店で

多々ありました。お客様やスタッフとの信頼関係を築
く事を大事にし、おもてなしの心を持ってチームとし
て「仕事」に取り組んでいきたいと思います。

（文責　松本　龍亮）

　最後に経営の目的を、
「美しい花が咲く豊かな
土壌をつくる」つまり「社
員が輝ける会社をつく
る」事だとおっしゃいま
した。

　私自身、良い会社を作りたいと思っていてもどうす
れば良いか分からず、お客様との関係、スタッフとの
関係に日々悩んでいましたが、今回の報告でお客様と
の信頼関係・スタッフとの信頼関係を築く事が大事な
のだと改めて気付き、このような素晴らしいチーム（組
織）を作りたいと思いました。
　また、「仕事」と「作業」の区別をはっきり認識す
ることができました。人に喜んでいただいた時が「仕
事」をした時で、心が込もっていない時、人が喜んで
いない時は、ただの「作業」だと。我社も日々の仕事
を思い返してみると、作業になってしまっていた事が

佐世保支部 例会報告
日 時 １２月１８日（木）午後６時３０分
会 場 JAさせぼホール

テ ー マ 中小企業と共に成長する佐世保市の活性化
～県北地区の発展を担う中小企業に向けて～

報 告 者 佐世保市長
　朝長　則男　氏
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主要商品の一つとして販
売されています。
　ギフトショップは設立
当初、苦しい経営を経験
しながらも順調に売上を
伸ばしここ数年はギフト

業界自体苦境を強いられている中、安定した売上維持
を続けておられるとのことでした。
　理由を推測すると、郊外の市町村では現在も親戚、
近所付き合いが盛んであること、商品・従業員・サー
ビスのクオリティーを徹底していることを挙げられま
した。特に従業員の教育、意思疎通の徹底そして注文
の共有を徹底するために「すっきりポケット」という
アイテムをフル活用していると紹介されました。
　今後のブランディング戦略として顧客リストの活
用、直販も含め卸販売の充実、地産地商（消）を念頭
に会葬品などの仏事事業の拡大などを発表されまし
た。
　井手さんの今後の活躍を期待して報告のあとのグ
ループディスカッションも熱い討論がなされました。

（文責　上ノ原　宏二）

　１９６３年生まれの井手さんは農業に従事していた
２２歳の時、思い立って松浦市内に５坪のお茶屋を開
き開業されました。それから取り扱い商品をお茶だけ
ではなくギフト商品にまで広げられ１９９２年には会
社設立、１９９５年には店舗を移転拡張され現在は２
店舗１３名の社員を有する事業まで発展させてこられ
ました。
　現在もお茶生産農家として又、ギフトショップ経営
と２つの事業を行っています。まずお茶生産について
の沿革を説明され当時２ヘクタールだった茶畑を現在
は５ヘクタールまで規模拡大し近い将来は農業法人設
立を視野に入れた計画をされています。生産したお茶
はギフトショップが買い上げ慶事、会葬品などとして

会員にとって向かうべき道が見えたような内容でし
た。
　２部は、諫早支部からおいでいただいた石橋さんや
杉本さん、オブザーバー数名と共に今年一年お互いを
労いながらの忘年例会を行いました。設楽例会委員長

　今月の例会は、五島支部が発足して１０月で１年が
過ぎましたので、それを記念してあらためて五島支部
ができるまでの経緯やご苦労を、支部発足にご尽力し
ていただいた松田相談役にお話していただこうという
ことで１部を松田相談役の報告、２部を忘年例会とし
て行いました。
　１部の報告では、海岸線の長さが北海道に次いで２
位の長崎県なのに、離島に支部が無いのは残念という
ことで五島支部を創ろうとしたことや、これからの五
島支部の在り方、方向性等をお話いただき、五島支部

北松浦支部 例会報告
日 時 １２月１１日（木）午後７時
会 場 池野酒店　吉井事務所

テ ー マ 『法知園のブランディング戦略』

報 告 者 （有）法知園　代表取締役
　井手　眞悟　会員

五島支部 例会報告
日 時 １２月１２日（金）午後７時
会 場 はたなか

内 容 支部設立１周年記念例会兼忘年例会
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活動と同友会活動に邁進していきたいと考えています。

（文責　勝本　政裕）

が司会を務められ、会員企業の商品が当たるクジ引き
等で、大いに盛り上がった例会でした。
　２０１４年も各会員も無事に乗り切られたと思いま
すので、２０１５年も更なる飛躍の年になれるよう企業

話もすすみました。懇親会も大盛り上がりで、会歴の
浅い会員とも親睦が深まりました。
　楽しむとこは楽しんで、でも真面目に、しめるとこ
はビシッとケジメをつける。同友会の名に恥じない青
年経営者会でありたいと、あらためて気を引き締めた
夜でした。

（文責　橋本　裕次郎）

　今月の例会は臨時総会でした。会場は昨年と同じく、
青年経営者会会員の山崎功さんのお店「牛若丸」で行
いました。議事は青年経営者会の次期会長の選任です
が、現会長の山口善也さんがあと一年間の続投を熱
望し、再任が満場一致で承認されました。　
　山口会長は親会や他支部との交流、そして他県の同
友会との交流に特に力を入れて活動されておりまし
た。そしてその流れの形が固まらないまま会長の任を
降りることはできないという責任感の強い言葉をいた
だきました。新役員の人事構想も大きな変化はなく、
青年経営者会としても安定した動きがとれるのではな
いかと思います。そして青年経営者会にも新しい会
員が増えてきました。若さだけではなく、今後の長
崎の経済を見据えた討論と経済交流が活発に行えた
らと思います。
　臨時総会が終了してから、同会場にて忘年懇親会を
行いました。特上の黒毛和牛が美味しくて、お酒も会

青年経営者会 例会報告
日 時 １２月１０日（水）午後６時３０分
会 場 炭火焼肉　牛若丸

内 容 臨時総会
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　今年もクリスマスイブ前日の２３日、青年経営者会

の有志で明星園と浦上養育院の子ども達にお菓子をプ

レゼントして来ました。サンタ衣装とトナカイの角を

生やした会員が「メリークリスマス！！」と登場する

と、とても喜んでくれました。一人ひとりにお菓子を

手渡し、インフルエンザで寝込んでいた子にもドア越

しにサンタの笑顔を届けることが出来ました。代表者

の子どもさんからお礼の言葉をいただき、２０１４年

最後の青経イベントを無事に終えることが出来ました。

（文責　山口　善也）

青年経営者会クリスマスプレゼント事業報告

瀧川　隆　会員（長崎支部　出島地区会）

会員活躍

長崎新聞
１２月３日

長崎支部 浦上地区会
吉田　清規 会員

佐世保支部
椎山　昇 会員
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　長崎同友会は１２月１７日、日本政策金融公庫（長
崎支店・佐世保支店）および商工組合中央金庫（長崎
支店・佐世保支店）とそれぞれ「中小企業支援に関す
る覚書」を締結しました。①中小企業等への情報提供
　②相互の研修等への講師派遣　③地域における経済
情報、動向等に関する情報交換　④個別企業からの相
談対応　⑤その他中小企業等の支援に寄与する事項　
の５つを連携の内容とし中小企業の経営安定および経
営基盤の強化を目的とした覚書になっています。
　同時に２社（合計４支店）には長崎同友会が今期作
成したポスターを掲示いただき三つ折りのリーフレッ
トも置いていただく運びとなりました。今後は日本政
策金融公庫あるいは商工組合中央金庫を訪れた経営者
の方がポスターやリーフレットをご覧になり、興味を
持っていただくことで入会へのきっかけとなる可能性
も十分に考えられます。
　企業経営の血液といわれるお金の部分で徐々に会員
企業に対して今回締結させていただいた覚書の効果が
現れ、また各社との連携を深めていくことで地域が活
性化することを祈念します。

（文責　事務局　峰　圭太）

を受け、会社も同友会もどのようにして生き残ってい
くのか存続のための手段を考えられたそうです。その
中で「言ったことはやる！」という当時の事務局長に
はとても感謝されていました。中小企業の経営者は自
分の会社をよくするために、経営指針を１つの手段と
して用い、黒字企業を目指している。事務局長もよい
事務局をつくるために経営者としての目線を持ち、正
副代表を交えた指針書を作成し、ビジョンを持たなけ
ればならないという強い激もいただきました。真剣に
正副代表と議論できる事務局長であり、共有できる役
員の育成に努めなければならないという問題提起もい
ただきました。また、局員個人の能力に頼らず体系的

　１２月１２・１３日（金・土）、全国事務局長会議
に参加させていただきました。
　冒頭は中同協：松井専務幹事から情勢に関する報告
をいただきました。中小企業の立ち位置を明確にし、
時代認識をつかむことであらためて今は中小企業の時
代だということを力説されました。長崎同友会は情勢
認識に関してはまだまだ取り組めていない部分もあり
ますので情報をしっかりインプットすると同時にアウ
トプットできる環境を整備して行きたいと思います。
　続いて兵庫同友会　田中代表理事から「同友会は事
務局長の器で決まる～役員・事務局員と描くビジョン」
という問題提起をいただきました。阪神大震災で影響

日本政策金融公庫・商工組合中央金庫 覚書 調印 報告

２０１４年度 全国事務局長会議 参加報告

長崎新聞 １２月１９日
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しての厳しい意見や、行事の整理等活発な意見が出て
おり、中同協も課題として吸収し今後の会議に参考に
していく方向性です。
　現在同友会は地域や行政からの注目度が高まってい
ます。そうした中で活動や運動をより幅広く、厚く行
うためにも安定した財政を保ちつつ、事務局員も含
めた人材育成が必要になっている時期です。まずは局
内で連携をとり、役員と意思疎通を図り、今の長崎同
友会に何が必要か、そのために局内業務をどう整理し、
よりよい運動のために昇華させていくのか、課題を多
くいただいた２日間でしたので、その課題と熱を忘れ
ることなく日々の運動に活かしていきたいと思います。

（文責　事務局　峰　圭太）

に組織で対応する能力育成、会費未納会員に対する責
任、書類に対する責任など“凡事徹底”の精神で事務
局業務を行い、統括してほしいという要望もいただき
身が引き締まる思いでした。役員になる会員はまずは
黒字企業であるべきで、正副代表は決算書を見せ合い
ながら互いの経営をチェックする。事務局長も役員に
なる会員がどのような企業経営を行っているのか、企
業訪問を軸に黒字企業会員から役員になってもらう習
慣を身につけること、またそのようなことを正副代表
に言うには勉強、学びが必要不可欠であること。代表
理事を１７年務められた田中代表だからこそ話せる、
今までの歴史に沿った内容の報告をいただきました。
　グループディスカッションでは各県同友会の課題を
出し合い、今後の運動の方向性を議論しました。各県
共通の課題として次世代の役員、核になる役員の育成
が遅れているということでした。条例の進捗状況、会
員増強に関する課題、例会の在り方、出席率の問題等
に関しても長崎にないもの、また先進して取り組んで
いること等自信と発見につながり、有意義なディス
カッションができました。
　２日目は中同協のあり方検討会議からの進捗状況報
告に伴い、中同協行事、財政のあり方について議論し
ました。各県財政がひっ迫する中で、中同協の方針と
しては団体割等の値上げも検討しています。それに対

問題意識による中小企業振興（協働の場としての振興
会議）が重要であるとの講演がありました。
　４．二日目は政策委員会として、１. 活動報告 ２. 税
制に対する対応として①消費税引上げの再検討を求め
る決議（案）②法人税や外形標準課税について税制そ
のもののあり方について引き続き論議していくことを
確認しました。３．「経営者保証に関するガイドライン」
対応状況と評価についての報告がありました。
２０１５年度国の政策に対する中小企業家の要望・提
言の構想について、①憲章を国会決議とする②東日本
大震災からの復興③エネルギーシフト④経営者の個人
保証によらない「ガイドライン」の活用⑤中小企業が
地域で仕事をつくりだすための支援の抜本的強化⑥景
気回復を支え中小企業の成長に有効な税制などについ
て報告がありました。
　５．大林弘道氏から日本経済の不透明感が強まって
いる中で、政策の重要性が大きくなっている。①中小
企業税制をなくしてしまおうという抜本的な考えがあ
る②中小企業政策についても保護政策だと批判的な言
葉で言っている。当面の課題にしっかりと対応すると
同時に、中小企業政策がなぜ必要か理論武装すること
が大切であるとのコメントがありました。
　６．石渡裕政策委員長のまとめで閉会しました。

（文責　西尾　廣幸）

　１１月５日、６日に開催された中小企業憲章・条例
推進本部会議に出席しました。
　１．今年度の中小企業憲章・条例推進本部と政策委
員会の体制について説明がありました。
　２．憲章・条例推進運動の到達点と今後の取り組み
方針について①６月 3 日に実施した憲章・条例推進月
間キックオフ集会の成果と今後の課題について、国会
決議はそう簡単にいくものではないが今後も続けてい
く②全国の憲章・条例推進月間の中間総括と今後の条
例制定・活用・見直し活動について、条例推進の運動
と制定後の取り組みを強化していく③第４６回定時総
会、関連分科会の報告④「日本経済ビジョン」改定の
進め方について、情勢が変化しており、それに対応し
ていくことが必要である、等について報告と論議を行
いました。
　３．慶応義塾大学の植田浩史氏から「中小企業振興
基本条例制定後の対応～調査や振興会議（円卓会議）
をどう提起するかのテーマで講演がありました。１．
①条例制定の最近の状況②条例の今日的役割、条例の
意義 ２．条例が目指すものとして①地域が変わる②
中小企業が変わる③中小企業振興への考え方を変え
る、など条例の役割と課題について ２．条例の柱と
なる３点セット①中小企業振興の方向性の明確さと共
有（条例）②現状を変えるためには現状に対する正確
な認識と共有（調査分析）③地域全体で新しい体制と

第２６回 中小企業憲章・条例推進本部会議 参加報告
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【４】日々多忙な中、１２０％以上の経営計画書づく
りをされていることに感心。特に評価票やグラフなど。
壇上の村山さんは、毅然とされていて、真剣に取り組
まれていることが解かりました。

（株）昌明機工　中島　禎雄

【５】毎年参加させていただいてますが、今回は特に
「厳格・規律」を感じました。会社が大きくなるにつれ、
少しのほころびも許さない社長の意気込みを社長の意
気込みを社員の方々も理解しておられ、今後とも発展
されることを願っています。

　　　（有）エムズ　川下　眞文

【６】経営計画書発表会おめでとうございます。経営
計画書がよくできており、発表にあたり積み上げられ
た情報や思いが込められていると感じました。この
発表を続けられるという事が大変な事とは思います
が、経営の方向を一同に向ける事と学ばせていただ
きました。

i ＳＯＬＵＴＩＯＮ　ＪＡＰＡＮ　八並　学

【７】とても緊張感のある発表会でした。自分が社員
であることを想像しながら参加していると、自分の身
が引き締まりました。　

ＳＴＳＯＬ　府川　正樹

（文責 佐世保支部 経営指針づくり委員長 豊福 和明）

【１】毎回思うのですが、社員さんの能力等のデータ
化の緻密さ、そして厳しさです。社員さんも、数値や
グラフで自らの今の位置づけを示されるので、ドライ
に正確に客観視できることと思います。また、朝礼の
進め方、指示・命令・組織の方針などが明文化してあり、
これによりブレがなくなることと思います。「経営計
画書の撤去」もマネします。素晴らしい。経営計画書
後半の各部門、各行事等に関する成文化された記述に
は本当に脅かされます。歴史と真摯な姿勢を強く感じ
ます。是非自社にも取り入れたいと思いました。また、
県南事業所には何か大きな可能性を感じましたが、い
かがですか。

（株）広告のアクセス　山領　進

【２】社員の方々の目標などの発表があり、今後の各
個人の行動にもプラスの影響があることを感じまし
た。このような機会を設けることで、全社員が会社の
こと、自社のこと、自身の会社の中でのあるべき姿な
どについて考えるきっかけになると思います。社長・
社員の皆様にとって新たな気付きが多い経営計画発表
会だったのではないかと思います。

　　　木竹会計事務所　木竹　広賢

【３】方針・ビジョンに向かって、着実に一歩一歩進
められていることに力強さ（事業の永続）を感じまし
た。社員の方々に対して厳しいことを伝えているよう
に思えるようで、実はとても大切に考えておられ愛情

（評価票・年齢表など）をもっておられる。リーダー
育成に関する内容・代表社員決意表明などはれさせて
いただきます。社員数が多い組織になると、ここまで
言葉の意味を決める必要が！流石です。中小企業で
１０年２０年という永年勤続表彰が当法人でも将来で
きるようにと決意しました。

ＮＰＯ法人ふるさと長崎　豊福　和明

佐世保支部 経営指針づくり委員会
（株）長崎地研（佐世保支部 村山会員）  第３６期 経営計画書発表会 参加報告
【参加者の声】

　会員企業の皆様で制作されたチラシを広報誌と一緒
に会員に配布するサービスを行っています。
　毎月１０日迄に事務局宛お届け下さい。発送は毎月１５
日〜２０日に行います。支部指定も出来ます。
Ａ４チラシ１枚５円です。Ａ３チラシは２枚分となります。
ご利用お待ちしております。

折込サービスのご案内投稿募集のご案内
DOYU ニュースでは会員の皆様の投稿を募集しております。
企業訪問や支部・地区会等の行事や取り組みなどご紹介下さい。
●文字数／約 500 字
●画像／歓迎します
□掲載／情報広報委員会にて選考
□投稿先／情報広報委員または同友会事務局まで
□メール／ jimu@nagasaki.doyu.jp
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●佐世保支部

日 時 ２月２０日（金）午後６時３０分
会 場 アルカスSASEBO
テ ー マ 未定
報 告 者 （株）長崎地研　代表取締役

　村山　隆之　会員

経営指針作りの大切さと経営計画発表会などに関して大いに話していただく予定

です。

●長崎支部  浦上地区会

日 時 ２月２４日（火）午後６時３０分
会 場 ギャラリーヘキサ
テ ー マ 「社員が辞めない会社作り」

〜社員一人ひとりが社長の会社〜

報 告 者 （株）地中海　取締役
　宮㟢　涼子　会員（長崎支部 出島地区会）

24 歳の時に夫と共に創業。常に前向きに働き続け事業を拡大され、現在は新築分

譲住宅の販売をメインに行う。社員には常に経営者としての意識をもって働いて

ほしいとの想いから、社員自身の不動産取得の援助や自社の財務内容の透明化を

推進。「社員が辞めない・辞めたくない」会社作りの仕組みと今後の展望について

報告いただきます。

●長崎支部  出島地区会

日 時 ２月１９日（木）午後６時３０分
会 場 メルカ築町５階ホール
テ ー マ 未定
報 告 者 ダンレイ（株）　長崎支店　相談役

　木村　操　会員（長崎支部 浦上地区会）

当り前（本人の弁）の事を磨き続け、年月をかけ研ぎ澄まし現在では、お客様に

強く支持される程の強みを持つ企業に育て上げた経営者の人生哲学、事業観、企

業観をお話しいただきます。

●大村支部

日 時 ２月１９日（木）午後６時３０分
会 場 長崎インターナショナルホテル
テ ー マ 社員教育と言われても・・・。
報 告 者 ニコット・サービス（有）　代表取締役

　江口　陽一　会員（佐世保支部）

社員教育についての報告で自社の教育についての気づきを促し各社の社員教育を

共に考える機会とする。また、佐世保の座長制についても学ぶきっかけとする。

●諫早支部

日 時 ２月２４日（火）午後７時
会 場 諫早観光ホテル　道具屋
テ ー マ 未定
報 告 者 チェンジコンサルティング合同会社　業務執行社員

　宇土　敏郎　会員（大村支部）

●島原支部

日 時 ２月１９日（木）午後７時
会 場 HOTEL シーサイド島原
テ ー マ 『同友会の活動を知ってもらおう！』

〜同友会活動をよく理解して会社経営に反映させよう！〜

報 告 者 上田・横田（耕）・坂田・落水・三田・山口・敷島・横田
（健）・大町・池田・荒木・梅澤・永吉、および 県フォー
ラム・全国三大会の参加者
( 島原支部長・副支部長・相談役・ビジョン委員長・政策
委員長・経営指針委員長・共育委員長・仲間づくり委員長・
情報広報委員長・総務委員長・例会委員長・大会参加者 )

同友会の活動内容って対外部だけでなく、意外と対内部でも理解してる人は少な

いのではないでしょうか。自分たちが参加している組織『同友会』をもっと知っ

てもらうために、各委員会の活動内容、県大会・全国大会への参加メリット、同

友会活動や経営体験報告の実践が会社経営に与える影響などを各委員長・全国大

会参加者・支部長より持ち時間一人５～ 10 分ほどで体験報告してもらいます。

会員必聴は勿論ですが、ゲストにも多数参加をしてもらい、『どんな秘密結社なの

か』を知ってもらうにも絶好の機会と捉えておりますので、世界征服の第一歩と

して地域の悩めるゲスト経営者さん達と一緒に、同友会の楽しみ方について学び

ましょう！

新入会員の皆さんです＜１月入会＞ （敬称略）

２月例会案内

支 部 名 長崎支部 出島地区会

氏 名 松
まつやま

山　千
ち ず こ

鶴子
企 業 名 CPサロン ラピサーチェ
役 職 名 代表者

企 業 住 所
〒 851-2211
長崎市京泊 3-23-13 ぺぽにハ
ウス 102 号

Ｔ Ｅ Ｌ 095-850-2153 Ｆ Ａ Ｘ 095-850-2153
業 種 化粧品販売、フェイシャルエステ

企 業 Ｐ Ｒ

平成１８年６月にオープンし、 毎年お客様が増え続けており
ます。駐車場を４台確保しておりますので、遠方からのお客
様も多数ご来店されています。
お値段がリーズナブルで効果の高いフェイシャルエステや、
カウンセリング、メイクアップアドバイスでお客様のキープ
& ビューティーを応援いたします。

スポンサー 庄司　博昭

支 部 名 佐世保支部

氏 名 大
お お こ ば

古場　康
や す お

男
企 業 名（有）いしずえ
役 職 名 取締役

企 業 住 所 〒 859-3166
佐世保市木原町 324

Ｔ Ｅ Ｌ 0956-30-7739 Ｆ Ａ Ｘ 0956-30-7739
業 種 造船部品、プラント関連の製缶

企 業 Ｐ Ｒ 納期厳守、きれいな製品づくりをモットーにお客様に喜んで
もらえる仕事を心がけています。

スポンサー 堀地　充保

＜入      会＞



１月理事会　議事録　抜粋

仲間づくりについて

入会・復会・退会の承認について　１名の入会、１名の復会、５名の退会を
承認
杉本仲間づくり委員長総括－
今月は大きな伸びはありませんでしたが今後６００名に向けて伸びていく可
能性を感じています。６００名に向けて２月の増強WEEKチラシも大村支部
の籾さんに作っていただきました。１月は仲間づくり委員会で各支部例会に
キャラバンでお邪魔する予定です。これは昨年の長崎でのフォーラムにおい
て、長崎支部の皆様の熱い意気込みから学んだものです。キャラバンではみん
なで「エイエイオー」を叫びたいと思いますのでぜひよろしくお願いします。

協議・承認事項

１）２０１５年度に向け
●２０１５年度活動方針案
●予算案について
※予算に関して、各支部、地区会と各委員会にて持ち帰り協議いただいた結果
・佐世保支部…全国大会補助費維持を希望
※ポスター、名簿が不要ではないかという意見もあったがこの二つは理事会
　で作成することが決議されている
→（山領佐世保支部長より補足説明）
会員に対してのサービスを充実させる、全国大会参加促進などの意味がある
と思う。減額になるということを会員に説明できない。多々事情はあると思
うが増強もしてきた。原資が必要になるが名簿を簡易化、ポスター作製費か
ら捻出できないかと思う

（その他の意見として）
・いただけるのであればモチベーションにつながる
・１万円の補助があるということ自体、会員の認識がない場合がある
・自分で学ぶためのものなので補助が出るから参加しているわけではない

（財務委員長より）
過去の予実を比較したところ、一定の参加促進効果にはなっていると思うが
最終的には補助金額を０にしたいと考えている。来期いきなり０にすること
が難しいので今回減額という提案を行った

（代表理事より）
隣接県と遠方など開催地までの距離で補助額を変え、皆が納得するような案が
どうか

（松田相談役より）
受益者負担の原則を忘れるべきではない
→総じて、距離に応じて補助額を変更するかどうか、一度三役会で検討し来
　月の理事会で提案
・島原支部…フォーラムの補助を増額し参加費を減らしてはどうか（参加促進の
　ため）
※財源をどのようにするか検討が必要

（上田島原支部長より補足説明）
福岡フォーラムに参加し、分科会参加のみは費用が発生しないことから今回
の提案。通常例会に参加がない会員に対して年１回のフォーラムに参加して
もらえるよう声をかけたいが毎月の会費６千円を超えるフォーラム参加費な
ので参加しづらいのではないかと思う。ただし、来期からすぐにというわけ
ではなく、２年後、３年後を見据えた中で検討いただきたい

（財務委員長より）
財源をどのようにするかが課題。前回の長崎フォーラムのように参加人数が
多い場合はいいが参加人数が少ない場合のことを想定しないといけない

→総じて、財源をどのようにするか三役会で検討し来月理事会へ提案
・仲間づくり委員会からの要望書

（三役会時の議論）
→個人スポンサー賞に関して、増強は個人の動きではなく組織で動くべきだ
　という考えから三役会としては必要ないのではないかという見解。五島支
　部へのキャラバン費用で５,０００円とあるが、委員長が仮に代わった場合
　この金額で受けていただけるかという疑問も残る（杉本委員長から理事会
　時補足説明）
→１月９日の委員会で再度内容を詰め、来月理事会で提案
・共育委員会からの要望書

（三役会案）
研修回数が多いのではないかという意見もあったが初めての取り組みという
ことと参加費で経費を相殺できる可能性が高いという点から提出いただいた
要望書（企画書）を理事会へ上程
→上記を承認
●２０１５年度理事一覧表確認
●企業連携、障がい者問題研究会、女性部会について

（三役会案）
担当会員との打ち合わせ結果、企業連携は暫定的に政策委員会内に包括す
る。障がい者問題、女性部会は「ダイバーシティ委員会」として包括するこ
とを提案
※ダイバーシティ委員会は２０１３年２月三役会において事務局より提案。
　当時はダイバーシティという言葉の意味、一度に設置するのは難しいので
　はないかという意見で差し戻しになっているが現在は佐世保支部に独自で 
　委員会があるようにダイバーシティの意味が浸透してきた。また女性部 
　会、障がい者問題とも出島地区会中村会員が代表的な存在でもあることか
　ら、今回あらためて包括した委員会設置への再提案
◆企業連携を政策委員会に包括することについて

（意見として）
・５４０社の会員同士が自社商品をどのように売り込み、内部で連携し合う
　か、という観点からすると「これこそ同友会」とも言える重要な立ち位置
　と考える。全会員のカタログを持ち寄りどのような連携が生まれるかなど
　を議論する場でもあってほしい
　→総じて、中同協が示す企業連携の方針を見ながら、産学官という外向け
　　の企業連携だけではなく、長崎同友会らしい独自の方針、ルールを決める。
◆女性部会、障がい者問題委員会をダイバーシティ委員会として包括するこ
　とについて
・現状の佐世保支部のダイバーシティ委員会は障がい者雇用問題がメインに
　なっているのでシンプルに分けたほうがいいのではないか
・委員長予定者が上記の体制を希望しているのでいいのではないか
　→総じて、再度中村こずえさんと打ち合わせを行い年間を通しての活動計
　　画を出していただく

２）賀詞交歓会について（２０１５年１月３０日（金）：サンプリエール）
（今回提案）

・予算案→承認
・式次第案（再）…一部修正→承認
・受付（長崎支部から６名希望）→依頼。長崎支部了承
・支部別アピール→承認
・席割に関して、一般の総会、フォーラムなどは来賓と理事の席を設けてい
　るが今回は賀詞交歓会という点と、立食ではなく着席にての懇親会のため
　行き来が困難であるという点から、来賓、理事、一般会員が触れ合う場を
　作る意味で来賓、会員ともにくじにより席を決めることを承認
・動員目標人数を確認。各支部目標に対して努力することを各支部長が宣言
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●五島支部

日 時 ２月１７日（火）午後６時３０分
会 場 福祉保健センター
テ ー マ 人生大海原。失敗も成功もまた楽し！

笑顔で感謝の気持ちが福を呼ぶ

報 告 者 スギセイフーズ（有）　代表取締役
　杉本　誠二郎　会員（諫早支部）

２０年間のサラリーマン生活を経て社長職の誘いを断り起業。

さて、その結末とは…

●北松浦支部

日 時 未定
会 場 未定
テ ー マ 未定

●青年経営者会

日 時 ２月１７日（火）午後７時
会 場 未定
テ ー マ 「私の履歴書」
報 告 者 （有）月光スタジオ　代表取締役社長

　大久保　誠　会員



※来賓は２３名参加予定

３）ダイヤモンドクラブからの提案について
（前回までの進捗状況）

→ダイヤモンドクラブより名誉会員、功労会員に関する提案があり、各支 
　部・地区会で検討いただいた結果、ダイヤモンドクラブの活動内容がなか
　なか見えないという意見があり、ダイヤモンドクラブから活動内容等をあ
　げていただく予定。活動内容は検討中ではあるが、名誉会員、功労会員の
　提案に対する理事会の意見を今回明確にする（会費免除の件など）
→今回の提案に関して、偶然ダイヤモンドクラブから提案があったため、ダ
　イヤモンドクラブの活動内容と合わせて検討することになったが切り離し
　て考えたときに長崎同友会として名誉会員・功労会員制度を導入するか否
　かについて議論すべき
→総じて名誉会員・功労会員制度を導入するか否かの審議に対して、導入す
　ることを承認。ただし、会費免除等の詳細に関しては再度検討していく

４）三役会の権限について
（三役会案）

規約の文言を変更することの提案
→次回理事会へ持ち越し

５）会員名簿作成について
→アンケート案を上程
→顔写真をできるだけ多く掲載していただくため、アンケートの内容を変更
　して理事会メーリングへ流す。承認いただいた時点で全会員へ送付する

６）情報広報委員会から個人情報保護法について
→入会申込書に添える文章案を提案
→承認（※退会した際に入会申込書を返却するかどうかに関しては継続して
　委員会で検討）

７）長大山口先生から「水産と観光をキーワードにした産学官連携事業」に関す
　　る後援依頼について
（三役会案）

ガイドラインに照らし合わせても問題はないという判断
→承認

報告・連絡事項

１）例会について（更なる例会の充実を目指して）（尾崎例会委員長）
年度末も近づき何かと忙しくなるかと思いますが出席率の向上に向けよろし
くお願いします。

２）日本政策金融公庫、商工中金との覚書締結について（松尾代表）
→締結した結果を報告

３）２０１５年度合同入社式について（土井委員長）
→４月１日長崎インターナショナルホテルにて開催。オブザーバー参加も受
　け付けるため奮ってご参加ください

４）県条例策定会議（１２月１６日）および意見交換会（１月８日）について
（町田委員長）

→第２回目の策定会議をうけ１月８日に産業労働部と意見交換会を行う。
　理事の参加もよろしくお願いします

５）マスコミとの意見交換会について（永末委員長）
→町田委員長から紹介いただき日程を調整中

６）外形標準課税適用拡大反対署名進捗について（峰事務局員）
→松尾代表と時間を調整中

７）全国事務局長会議参加報告（峰事務局員）
→兵庫同友会田中代表理事から問題提起をいただき刺激と学びになった。

８）たちばな信用金庫ポスター掲示承認について
→吉澤委員長の紹介で全店基本的に掲示許可をいただく。１４日までに納品

　を終える予定

９）２月２８日（土）役員研修会について
第１部を中同協松井専務幹事に報告いただきグループディスカッション、第
２部を支部、委員会の引き継ぎとする。また懇親会費は５,０００円とする
（前回理事会決議事項）

１０）事務局理念進捗報告（峰事務局員）→５つの柱を考え行動指針を作成中

１１）３カ月会費滞納者についてー該当なし

１２）２０１９年　中小企業問題全国研究集会（全研）について
ニュー長…立食１０００名、椅子８００名、分科会対応約５室
ベストウェスタン…立食１０００名、椅子９００名、分科会対応最大６室
※中同協確認事項最大１０００名（上限を設ける）でも全国大会開催可能

１３）その他
・永末情報広報委員長より
　同友会のHPに相互リンクを貼ることができます。ぜひ申請してください。
　広報誌電子化にむけて、３回ほど電子版と印刷版を両方配信します。その
　後、アンケートを実施し、どちらがいいのか調査します
・池野支部長より
　松浦市の条例が議会で決議され、４月１日から施行になる。それに伴い拓
　殖大学山本先生が推奨するエコノミックガーデニングに取り組む予定。
　２月１６日に勉強会があるためぜひご参加ください
→詳細を事務局にいただき案内する
・事務局より、未来工業山田さんの本が出版されています。ぜひお買い求めく
　ださい

決議事項確認

・１名の入会、１名の復会、５名の退会を承認
・２０１５年度に向けて松尾代表の活動方針案を承認
・予算案に関して全国大会補助費は距離に応じて変更することを三役会で協
　議し次回理事会へ提案。フォーラム参加費および補助金額に関しても財源
　をどのようにするか三役会で検討し次回理事会へ提案
・共育委員会から、社員研修に関する提案を承認
・企業連携に関して、長崎同友会らしいルールや方向性を三役会で検討し理
　事会へ提案
・女性部会、障がい者問題研究会に関しては再度中村こずえさんと来期の活
　動計画を検討し提出いただく
・賀詞交歓会に関して、予算案、式次第案を承認。各支部動員目標に対して
　努力することを支部長より宣言。席割に関して、一般の総会、フォーラム
　などは来賓と理事の席を設けているが今回は賀詞交歓会という点と、立食
　ではなく着席にての懇親会のため行き来が困難であるという点から、来 
　賓、理事、一般会員が触れ合う場を作る意味で来賓、会員ともにくじによ
　り席を決めることを承認
・ダイヤモンドクラブからの提案について、長崎同友会として名誉会員・功
　労会員制度を導入することを承認。ただし詳細は今後詰めていく
・会員名簿作成について、顔写真をできるだけ多く掲載していただくためア
　ンケートの内容を変更し理事会メーリングへ。承認後全会員へ案内する
・情報広報委員会からの提案について、入会申込書に個人情報保護法に関す
　る文書を添えることを承認
・長大山口先生からの後援依頼を承認

次回日程…２月５日（木）　１９：００～　つくば倶楽部

会　員　数（１月１日現在）
長　崎（浦上）（出島）大　村 諫　早 島　原 佐世保 北松浦 五島 合計

目標 227 127 100 67 80 50 120 40 40 624

期首 201 115 86 57 54 40 99 33 25 509

現在 203 111 92 61 63 37 107 42 24 537
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会員消息・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

退 会 者（敬称略）

会　社　名 会員名 支部・地区会名 入会年月

和風すなっく  すみれ 竹 下 順 子 長 崎 ・ 浦 上 2013年1月

（株）丸野 野 上 大 樹 長 崎 ・ 浦 上 2013年3月

（株）お茶の山口園 大 友　　 務 長 崎 ・ 出 島 2009年8月

（株）雲仙きのこ本舗 楠 田 元 成 島 原 2011年8月

営業部長新役職：
谷川　和夫　会員 （五島支部）

●役職変更

〒８５６ー０８３７
大村市西本町５４８ー１

新住所：
出口　美智代　会員（大村支部）

●企業住所等変更

〒８５２ー８１４５
長崎市昭和３丁目３２４ー４

（株）インハウス内

新住所：
金田　昭子　会員 （長崎支部 浦上地区会）

０９５ー８９４ー７１０１新電話：
０９５ー８９４ー７１０２新 FAX：

〒８５４ー００６６
諫早市久山町１７４７ー１

新住所：

白濵　博隆　会員 （諫早支部）

０９５７ー４７ー６１９１

ダイニング＆釜めし Jin（旧企業：（株）ふるさと）

新電話：

新企業：
飲食業（旧業種：介護福祉）新業種：

０９５７ー４７ー６１９１新 FAX：


